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【背景】
本研究は国際保健医療学演習Ⅱの一部で
点(いわゆる鳥の目)で青年海外協力隊の赴
トにおける保健・医療・福祉分野の重大な
の軽減に向けた介入シュミレーションモデ
て草の根活動での具体的な実践方法の検討
【方法】
エジプトにおける保健・医療・福祉に関
ターネットなどを利用してデータ収集し，
き重大な課題と思われる問題点を抽出した
行事例を参考に，その改善に有効なアクシ
的な視点と草の根の視点から考える。
【結果】 
図1.WHO–2004年における10万人毎の膀
者数（年齢標準化済み） 
  
図 1。から分かるように，エジプトは 1
も突出して膀胱がんによる死亡者数が多い
ている膀胱がんの発症要因を図2。の特定
図2.膀胱がんの特定要因図 
 他国と比較して特にエジプトで膀胱がん
高い原因として，ナイル川流域に生息する
虫による感染症が影響していることが予想
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【考察】
 ビルハルツ住血吸虫の撲滅には
要になるため，JICAのプロジェク
専門家と青年海外協力隊が同時に
プランはより効果的に実施するこ
衆衛生的手法とハイリスク者対策
ことにより，膀胱がん発生リスク
【結論】
エジプトにおける保険・医療
胱がんの発生リスクが突出して高
その主たる原因として影響がある
血吸虫による感染症撲滅に向けた
示される他要因の影響の分析を同
的であると考えられる。ナイル川
よる死亡者数がそれほど高くなっ
医療水準が比較的高いため，死亡
ということも考えられる。そのた
今後，他のナイル川流域の国でも
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